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第50回協議会以降の工事の実施状況について
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●1月22日（水）「2020年度の維持管理に向けた巡視」の結果として、整備地でオフロードバイクの侵入などが懸念される場所は必要な措置（空堀や
看板の設置）を行うことを第50回協議会に提案し、了承されました。対応状況は以下のとおりです。

 中池：注意看板の設置、トラロープの設置、空堀の施工

 下池：バリケードの設置、トラロープの設置、フェンスの移設

●このほか、これまでの自然再生工事による発生土で中池・下池に仮置きしていたものについて、搬出を終えました。
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